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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 98,590 16.4 2,424 － 2,443 － 1,248 －

2023年３月期第３四半期 84,708 32.2 105 － 100 － △202 －

（注）包括利益 2024年３月期第３四半期 1,282百万円（－％） 2023年３月期第３四半期 △183百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 132.81 129.11

2023年３月期第３四半期 △21.73 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 38,578 3,752 9.7

2023年３月期 33,086 2,815 8.5

（参考）自己資本 2024年３月期第３四半期 3,752百万円 2023年３月期 2,815百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 10.00 － 20.00 30.00

2024年３月期 － 25.00 －

2024年３月期（予想） 25.00 50.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 130,600 13.6 3,000 273.4 2,900 262.3 1,700 178.8 181.46

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（注）2023年３月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であ

るため記載をしておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期３Ｑ 9,632,800株 2023年３月期 9,587,100株

②  期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 182,237株 2023年３月期 227,544株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 9,402,553株 2023年３月期３Ｑ 9,323,486株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

除外 １社 （社名）ダンガミ・サンノー株式会社

（注）ダンガミ・サンノー株式会社は、連結子会社である株式会社カクヤスを存続会社とする吸収合併により消

滅したため、当四半期連結累計期間において連結の範囲から除外しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、従業員持株ESOP信託口の保有する当社株式（2023年３月期 227,500株 2024年３月期
３Ｑ 182,100株）を含めております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等様々

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事

項等につきましては、添付資料のＰ３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

わが国経済は、人流の拡大やインバウンド需要の回復が進んだことで景況感の改善がみられるものの、賃金上昇

が物価上昇に追い付いておらず、個人消費や設備投資は力強さを欠いていることから、持続的な経済成長には依然

として課題がみられる状況です。

このような状況下において、当社グループは「お客様のご要望になんでも応えたい」という基本コンセプトのも

と、経済の正常化と行動様式の変化に伴う飲食店向け及び家庭向けの酒類需要をさらに取り込むべく、出店や配送

センター新設等で配達網の充実を図り、業容拡大に努めてまいりました。

当第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日）における当社グループの経営成績は、売上高

98,590百万円（前年同期比16.4％増）、営業利益2,424百万円（前年同期は営業利益105百万円）、経常利益2,443百

万円（前年同期は経常利益100百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,248百万円（前年同期は親会社株主

に帰属する四半期純損失202百万円）となり、過去最高の業績となりました。

売上区分別の売上状況につきましては、売上構成比が「飲食店向け」68.4％、「宅配」17.1％、「店頭」

13.1％、「卸その他」1.4％となりました。

「飲食店向け」の売上高は、67,415百万円（前年同期比22.2％増）となりました。客数は個人飲食店向けを中心

に新規獲得が進み、客単価はチェーン飲食店向けの売上伸長により前年同期を上回りました。

「宅配」の売上高は、16,831百万円（前年同期比8.0％増）となりました。客数は前年同期を下回りましたが、客

単価が納会など大人数での催しの影響で増加となりました。

「店頭」の売上高は、12,890百万円（前年同期比2.2％増）となりました。客数は前年同期を下回りましたが、客

単価が各地域でのイベントの再開やパーティーや納会などの需要が増えたことにより、増加となりました。

「卸その他」の売上高は、1,454百万円（前年同期比9.6％増）となりました。

なお、当社グループは、酒類販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ5,491百万円増加し、38,578百万円と

なりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ6,071百万円増加し、25,534百万円となりました。主な要因は受取手形及び

売掛金の増加2,672百万円、未収入金の増加1,584百万円、商品の増加1,190百万円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ579百万円減少し、13,043百万円となりました。主な要因は繰延税金資産の

減少685百万円によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ4,555百万円増加し、34,826百万円と

なりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ5,336百万円増加し、31,146百万円となりました。主な要因は買掛金の増加

4,918百万円、短期借入金の増加282百万円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ781百万円減少し、3,679百万円となりました。主な要因は長期借入金の減

少766百万円によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ936百万円増加し、3,752百万円と

なりました。主な要因は親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加1,248百万円、配当によ

る利益剰余金の減少432百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年３月期の連結業績予想につきましては、2023年８月14日に公表いたしました「2024年３月期 第１四半期

決算短信[日本基準]（連結）」の数値から変更はありません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

- 8 -

株式会社カクヤスグループ（7686）2024年３月期第３四半期決算短信


